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�　

予
算
書
歳
入
欄
に
借
金
で
あ
る
町
債
の
掲

載
の
説
明
を
。　
　
　
（
西
嶋
地
区　

男
性
）

�　

町
債
は
借
金
で
す
が
、
各
特
例
債
な
ど
が

あ
り
７
割
位
は
地
方
交
付
税
で
財
政
措
置
さ

れ
ま
す
。
町
の
実
質
負
担
は
１
割
か
ら
２
割

程
度
で
す
。
そ
の
返
済
は
、
歳
出
欄
の
公
債

費
に
な
り
ま
す
。

�　

令
和
５
年
度
予
算
の
主
な
工
事
の
中
、

１
億
８
７
０
０
万
の
取
り
付
け
道
路
工
事

は
、
以
前
検
討
さ
れ
た
バ
イ
パ
ス
へ
の
接
続

工
事
か
。　
　
　
　
　
（
静
川
地
区　

男
性
）

�　

バ
イ
パ
ス
へ
の
接
続
工
事
と
は
関
係
な
く

国
道
か
ら
新
中
学
校
ま
で
の
道
路
整
備
費
と

土
地
購
入
費
で
す
。

〇�

議
員
定
数
は
、
県
内
市
町
村
と
比
べ
る
と
現

状
の
14
名
か
ら
12
名
に
削
減
す
べ
き
で
あ

り
、
政
務
活
動
費
年
間
６
万
円
だ
が
、
報
酬

費
も
６
万
円
の
増
額
は
上
げ
過
ぎ
だ
。

〇�

報
酬
費
の
増
額
は
、
県
内
の
状
況
か
ら
妥
当

と
考
え
る
。
議
員
定
数
問
題
は
、
議
員
の
議

会
で
の
政
策
提
言
や
将
来
展
望
を
執
行
部
と

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
来
た
か
絡
め
て
考

え
る
べ
き
だ
。

〇
議
会
の
土
日
開
催
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

〇�

合
併
当
時
の
特
例
債
は
86
億
７
０
０
０
万

円
だ
が
、
令
和
６
年
度
発
行
で
き
る
額
は

１
億
２
０
０
０
万
円
だ
。
交
付
税
措
置
さ
れ

て
も
借
金
は
増
え
る
。
議
会
は
公
共
工
事
を

極
力
抑
え
、
無
駄
を
無
く
す
よ
う
執
行
部
と

戦
っ
て
ほ
し
い
。

〇�
町
営
住
宅
の
入
居
条
件
が
多
す
ぎ
る
。
若
者

を
は
じ
め
誰
で
も
入
居
で
き
る
住
宅
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
宅
地
造
成
を
進
め
、
若
者

が
定
住
し
や
す
い
環
境
整
備
を
し
て
ほ
し

い
。

〇�

旧
久
那
土
中
学
校
な
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

施
設
の
再
利
用
を
考
え
て
ほ
し
い
。

〇�

地
震
、
大
雨
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
、
避
難

所
に
は
電
気
、
水
の
確
保
は
重
要
だ
。
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
井
戸
の
確
保
な
ど

の
体
制
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

〇�

ス
ポ
ー
ツ
温
泉
施
設
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
記
念

と
し
て
町
民
に
優
待
券
の
配
布
を
し
た
ら
ど

う
か
。
町
民
が
利
用
し
た
感
想
を
発
し
て
い

く
こ
と
が
効
果
的
な
宣
伝
に
な
る
と
思
う
。

〇�

無
料
耐
震
診
断
が
よ
り
多
く
の
町
民
が
診
断

を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
、
広
報
誌
な
ど
で
継
続
的
に
情
報
提

供
を
お
願
い
し
た
い
。

〇�

新
中
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
新
し
く
建

設
さ
れ
、
町
民
が
関
心
の
あ
る
施
設
を
対
象

と
し
た
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
も
ら
い
た
い
。

〇�

防
災
訓
練
に
危
機
感
が
無
い
。
研
修
会
を
各

地
区
の
役
員
を
対
象
に
開
き
、
有
事
の
具
体

的
な
行
動
の
訓
練
が
必
要
だ
。

〇�

積
極
的
に
動
く
自
治
体
に
有
利
な
補
助
金
が

あ
る
。
令
和
５
年
度
の
主
な
公
共
工
事
は
義

務
的
な
も
の
で
積
極
的
な
も
の
が
な
い
。
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
唯
一
無
二
の
攻
め
の

行
政
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

中富地区 町民と議員との懇談会
日　時：令和 5年 5月 13日（土）午後 7時 30分～午後 9時 15分
会　場：中富地区西嶋分館
参加者：計 32人（町民 18人・町議 12人・事務局 2人）

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望
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�　

県
に
要
望
を
出
し
て
い
る
道
路
建
設
に
つ

い
て
、
町
も
議
会
も
優
先
順
位
を
つ
け
て
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。（
下
部
地
区
・
男
性
）

�　

議
会
に
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

�　

指
定
管
理
者
が
雇
用
保
険
や
労
災
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
。　
（
下
部
地
区
・
男
性
）

�　

指
定
管
理
者
よ
り
適
正
に
加
入
し
て
い
る

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
身
延
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
報
告
し
て
あ
り
ま
す
。

�　

久
那
土
中
学
校
に
入
っ
て
い
る
ホ
バ
ー
バ

イ
ク
の
「
株
式
会
社
Ａ
．Ｌ
．Ｉ
．Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

�

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ
」
の
活
動
実
態
が
わ
か
ら

な
い
。
防
災
の
日
な
ど
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
き
な
い
か
。

（
久
那
土
地
区　

男
性
）

�　

町
へ
要
望
し
ま
す
。

�　

災
害
時
に
避
難
場
所
が
い
っ
ぱ
い
で
入
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ど
こ
に
避
難
し
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
困
っ
て
い
る
。
避

難
で
き
る
場
所
を
教
え
て
ほ
し
い
。

（
身
延
地
区　

女
性
）

�　

避
難
場
所
を
町
か
ら
示
し
て
い
る
が
、
再

度
検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

�　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
機
器
の
説
明
を
掲
示

し
て
ほ
し
い
。　
　
　
（
下
部
地
区
・
男
性
）

�　

町
を
通
し
て
指
定
管
理
者
で
あ
る
サ
ン

ロ
ー
ド
に
改
善
を
求
め
ま
す
。

〇�

今
年
も
区
長
会
が
中
止
に
な
っ
た
。
町
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
を
お

願
い
し
た
い
。

○�

し
も
べ
の
湯
に
行
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。
利
用

促
進
の
た
め
一
世
帯
一
枚
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト

を
配
布
し
た
ら
ど
う
か
。

〇�

議
員
報
酬
の
増
額
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が

た
い
へ
ん
な
と
き
な
の
で
、
今
は
す
べ
き
で

は
な
い
。
ま
た
議
員
選
挙
に
て
問
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

〇
議
員
報
酬
の
増
額
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

〇�

小
学
校
の
入
学
人
数
が
少
な
い
。
複
式
学
級

が
あ
る
の
か
、
子
ど
も
を
増
や
す
努
力
を
し

て
ほ
し
い
。

〇�

令
和
６
年
度
よ
り
上
下
水
道
が
公
営
企
業
会

計
に
な
る
。
利
用
者
の
負
担
増
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

〇�

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
と
業
務
委
託
に
つ
い

て
で
す
が
経
費
削
減
、
効
率
化
は
な
さ
れ
て

い
る
か
。
な
ぜ
増
額
に
な
る
の
か
。

下部地区 町民と議員との懇談会
日　時：令和 5年 5月 20日（土）午後 7時 30分～午後 9時 16分
会　場：久那土出張所（働く婦人の家）
参加者：計 35人（町民 20人・町議 13人・事務局 2人）

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望

町内の
避難場所一覧
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懇　談　会　の　目　的○�

公
民
館
や
分
館
に
ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
が
繋
が
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。
災
害
発
生
時
の
避
難
所

と
し
て
い
る
が
連
絡
が
つ
か
な
い
、
携
帯
が

つ
な
が
ら
な
い
、
提
案
で
す
。

○�

大
城
区
と
交
流
し
て
い
る
静
岡
県
梅
ヶ
島
地

区
間
を
ト
ン
ネ
ル
で
結
ぶ
話
（
林
道
豊
岡

梅
ヶ
島
線
）
が
あ
り
、
静
岡
側
で
は
話
が
進

ん
で
い
る
。
議
会
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

○�

相
又
峡
パ
ー
ク
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ

る
。
桜
も
綺
麗
で
そ
ば
を
流
れ
る
川
は
地
域

の
水
源
に
な
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

施
設
の
利
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○�

最
近
相
又
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
が
あ
っ
た
。
外

国
人
や
他
県
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
生
活

や
外
国
人
児
童
達(

大
野
山
保
育
園)

の
様

子
を
取
材
し
た
。
移
住
生
活
に
つ
い
て
議
会

で
も
理
解
し
、
援
助
し
て
ほ
し
い
。

身延地区 町民と議員との懇談会
日　時：令和 5年 5月 27日（土）午後 7時 30分～午後 9時 20分
会　場：身延地区公民館豊岡分館
参加者：計 31人（町民 17人・町議 12人・事務局 2人）

�　

福
祉
関
係(

生
き
が
い
広
場)
利
用
者
が

増
え
て
い
る
。
週
１
回
し
か
利
用
で
き
な
い

が
、
２
回
・
３
回
と
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
い
か
。　
　
　
　

(

豊
岡
地
区　

男
性)

�　

お
願
い
し
て
い
た
が
、
介
護
保
険
の
関
係

で
、
１
回
と
の
事
で
し
た
。

�　

中
学
校
の
建
設
に
伴
い
、
子
ど
も
達
の
通

学
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
予
定

な
ど
教
え
て
ほ
し
い
。(

豊
岡
地
区 

男
性)

�　

停
車
希
望
等
把
握
し
て
い
る
所
で
、
今
後

８
月
頃
に
説
明
会
を
実
施
予
定
と
聞
い
て
い

る
。
停
車
場
所
等
の
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

�　

人
口
減
少
の
中
、
地
域
活
性
化
が
重
要
で

あ
る
。
地
域
造
り
か
ら
始
め
町
造
り
に
繋
げ

る
こ
と
が
重
要
、
議
員
の
考
え
を
何
人
か
伺

い
た
い
。　
　
　
　
　

(

豊
岡
地
区　

男
性)

�　

・
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
と
連
携
し
た
活
動
に
つ

い
て
・
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
拡
大
に
つ
い
て
・

西
島
和
紙
拠
点
利
用
に
よ
る
活
性
化
に
つ
い

て
・
町
の
子
育
て
支
援
充
実
に
つ
い
て
、
４

名
説
明
。

�　

健
康
増
進
施
設
し
も
べ
の
湯
に
つ
い
て
、

年
２
０
０
０
万
円
・
15
年
と
あ
る
が
こ
れ
は

建
設
費
な
の
か
、
こ
の
金
額
は
何
か
。            

(

豊
岡
地
区　

男
性)

�　

維
持
管
理
費
で
す
。
建
設
費
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

�　

議
会
で
社
会
福
祉
費
に
つ
い
て
納
め
な
く

て
い
い
の
か
質
問
し
て
い
る
が
、
町
側
か
ら

の
答
弁
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

                   (

豊
岡
地
区　

男
性) 

�　

町
側
か
ら
強
制
で
は
無
い
の
で
、
個
人
で

判
断
し
て
く
だ
さ
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

○�

生
き
が
い
広
場
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
不
足
し

て
い
る
。
資
格
取
得
に
研
修
や
費
用
が
掛
か

る
。町
で
経
費
の
補
助
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望

身近な議会の実現と議会の活
性化を図るため、議員が議会
の状況や課題の取り組み状況
について報告し、町民の皆さ
まからの意見や要望を聴き、
意思の疎通を図ることを目的
に実施しています。

懇談会での質疑応答、提言・意見・
要望については、抜粋していま
す。
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●�

身
延
町
町
営
バ
ス
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
・�

停
留
所
の
位
置
及
び
名
称
を
変

更
し
、
町
営
バ
ス
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
。

○�
第
７
条
第
３
項
中
「
木
喰
橋
」

を
「
道
の
駅
し
も
べ
」
に
改
め

る
。

●�

身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・�

現
在
使
用
し
て
い
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
新
た
な

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
稼
働
さ

せ
る
た
め
。

○�

第
２
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

　

名
称

　
　

身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

場
所

　
　
　

身
延
町
下
山

　
　
　
　
　

１
０
１
３
３
番
地
26

●��

令
和
５
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

　

７
４
８
万
８
０
０
０
円
を
追
加

　

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
１
０

　

６
億
２
２
４
７
万
９
０
０
０
円

　

と
す
る
。

○
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金　

９
６
８
１
万
円

・
県
支
出
金　
　
　
　
　

80
万
円

・
繰
入
金　
　
　
　
　
　

56
万
円

・
繰
越
金　
　
　

３
７
０
３
万
円

・
諸
収
入　
　
　

２
２
３
６
万
円

（
歳
出
）

・
総
務
費

　
　

商
品
券
配
布
事
業

５
６
９
９
万
円

　
　

（
町
民
１
人
当
た
り
５
０
０

　
　

０
円
の
身
延
町
み
の
ワ
ン
商

　
　

品
券
を
配
布
）

　
　

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設

　
　

等
物
価
高
騰
重
点
支
援
事
業

　
　

１
４
６
０
万
円

　
　

（
支
給
対
象
）
身
延
町
内
に

　
　

住
所
を
有
す
る
医
療
機
関
、

　
　

高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者
施

　
　

設
等
及
び
民
間
保
育
所

　
　

（
支
給
額
）

　
　

各
該
当
施
設
へ
10
万
～

　
　

１
０
０
万
円
の
支
給

　
　

（
支
給
開
始
見
込
）

　
　

令
和
５
年
８
月
中
を
想
定

　
　

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

　
　

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事

　
　

務
・
事
業
費

５
４
７
４
万
円

　
　

（
支
給
対
象
）

　
　

令
和
５
年
度
の
住
民
税
非
課

　
　

税
世
帯

　
　

（
支
給
額
）

　
　

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

　
　

（
支
給
開
始
見
込
）

　
　

令
和
５
年
８
月
中
を
想
定

・
商
工
費

　
　

峡
南
地
域
観
光
振
興
会
議

　
　

推
進
事
業
及
び
ア
ニ
メ
ツ
ー

　
　

リ
ズ
ム
推
進
事
業
負
担
金

１
７
２
万
円

・
土
木
費

　
　

道
路
橋
梁
維
持
管
理
費
・
新

　
　

設
改
良
事
業
費

３
１
３
９
万
円

●�

令
和
５
年
度
身
延
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

・
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
35
万
８

　

�

０
０
０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

　

出
の
総
額
を
16
億
３
１
１
０
万

　

１
０
０
０
円
と
す
る
。

●
令
和
５
年
度
身
延
町
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

　

２
６
４
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

　

歳
出
の
総
額
を
23
億
７
２
４
１

　

万
８
０
０
０
円
と
す
る
。

○
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金　
　
　
　

１
０
９
万
円

・
繰
越
金　

１
億
１
１
５
２
万
円

（
歳
出
）

・
国
庫
支
出
金
等
償
還
金

　
　
　
　
　

１
億
１
１
５
２
万
円

●
令
和
５
年
度
身
延
町
簡
易
水
道

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

・
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
９
４

　

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

　

入
歳
出
の
総
額
を
５
億
５
２
０

　

６
万
９
０
０
０
円
と
す
る
。

第2回定例会及び第2回臨時会の主な議案and決まったこと
　第 2 回定例会は、令和 5 年 6 月 5 日から 6 月 9 日までの 5 日間の会期で開催された。今定例会では、
町長から提案された報告３件、条例の一部を改正する案 2 件、一般会計補正予算案 1 件、特別会計補正予
算案 4 件、契約案 1 件、人事案件 16 件の合計 27 案件が審議され、いずれも可決されました。なお、6
月 6 日の一般質問では 8 人の議員が登壇し、町政全般にわたり活発な質問が展開され、町当局の考え方を
問いただした。

　第 2回臨時会は、令和 5年 5月 22日に開催され、専決処分（条例の一部改正案 3件、一般会計補正予
算案1件）、一般会計補正予算案1件、財産の取得案3件、工事請負契約一部改正案1件の9件が可決された。

条
例
の
一
部
改
正

補
正
予
算

第
２
回
定
例
会

道の駅しもべ駐車場入口
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係
る
保
健
者
に
対
す
る
財
政
支

援
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
一
部
改
正
。

○
主
な
改
正
点

・�

令
和
４
年
度
に
お
け
る
国
民
健

康
保
険
及
び
介
護
保
険
の
被
保

険
者
が
遡
及
等
に
よ
り
資
格
を

取
得
し
た
場
合
の
取
扱
い
に
対

応
す
る
た
め
、
納
期
限
を
１
年

延
長
す
る
措
置
を
講
じ
た
。

●�

令
和
５
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
５
５
２

　

６
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

　

の
総
額
１
０
４
億
６
５
２
６
万

　

円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金　

５
５
０
２
万
円

・
諸
収
入　
　
　
　
　
　

23
万
円

（
歳
出
）

・
衛
生
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
感
染
症

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
費

２
５
９
１
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
感
染
症

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

２
９
３
５
万
円

性
能
の
優
れ
た
自
動
車
の
普
及

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
①
環

境
性
能
割
の
税
率
区
分
の
見
直

し
②
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

見
直
し
③
特
定
小
型
原
動
付
自

転
車
の
車
両
区
分
創
設
に
伴
う

対
応
な
ど
。

●�

身
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

国
民
健
康
保
険
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
一
部
改
正
。

○
主
な
改
正
点

・�

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
が
さ

れ
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を

20
万
円
か
ら
22
万
円
に
引
き
上

げ
た
。

・�

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
措
置

に
つ
い
て
、
軽
減
判
定
所
得
の

基
準
額
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ

た
。

●�

身
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

及
び
身
延
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
令
和
４
年
度
分

国
民
健
康
保
険
税
及
び
令
和
４

年
度
分
介
護
保
険
料
の
減
免
に

・
氏
名　

遠
藤
克
也
（
下
山
地
区
）

・
氏
名　

赤
池
良
久
（
中
ノ
倉
地
区
）

・
氏
名　

河
西
美
惠
子
（
福
原
地
区
）

・
氏
名　

笠
井
哲
也
（
寺
沢
地
区
）

・
氏
名　

瀧
川
澄
夫
（
樋
之
上
地
区
）

・
氏
名　

伊
藤
文
雄
（
下
田
原
地
区
）

・
氏
名　

土
橋
一
彦
（
飯
富
地
区
）

●�

身
延
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・�
令
和
５
年
度
税
制
改
正
の
大
綱

に
基
づ
き
、
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
一
部
改
正
。

○
主
な
改
正
点

・�

個
人
町
民
税
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
よ
り
森
林
環
境
税
の
課

税
が
開
始
さ
れ
、
町
民
税
均

等
割
り
と
併
せ
て
１
人
年
額

１
０
０
０
円
が
課
税
。

・�

軽
自
動
車
税
に
お
い
て
、
燃
費

●�

身
延
町
仙
王
外
五
山
恩
師
林
保

護
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

・
氏
名　

遠
藤
克
也
（
下
山
地
区
）

●�

身
延
町
下
山
地
区
財
産
区
管
理

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
氏
名　

遠
藤
克
也
（
下
山
地
区
）

●�

身
延
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

・
氏
名　

久
保
田
茂
和
（
門
野
地
区
）

・
氏
名　

望
月
信
善
（
大
野
地
区
）

・
氏
名　

笠
井
雄
一
（
西
嶋
地
区
）

・
氏
名　

二
宮
喜
昭
（
車
田
地
区
）

・
氏
名　

渡
邉
龍
巳
（
常
葉
地
区
）

・
氏
名　

上
田　

博
（
三
澤
地
区
）

・
氏
名　

山
下　

貴
（
下
山
地
区
）

○
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金  

７
９
７
万
７
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
簡
易
水
道
管
理
費

　

１
３
８
６
万
円

●�

令
和
５
年
度
身
延
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
算

　

（
第
１
号
）

・�

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
23
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

を
３
億
５
４
０
２
万
２
０
０
０

円
と
す
る
。

●�

町
道
本
町
富
山
橋
線
道
路
改
良

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

・
契
約
方
法　
　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　

１
億
８
３
４
８
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

�

早
野
組
・
八
木
沢
興
業
町
道
本

町
富
山
橋
線
道
路
改
良
工
事
共

同
企
業
体

契　

約

財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

専
決
処
分

第
２
回
臨
時
会
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具
を
更
新
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
。

・
契
約
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

・
購
入
金
額

　
　
　
　

４
３
２
万
１
９
０
０
円

・
購
入
先

　
　

ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
モ
チ
ヅ
キ

●�

ヤ
マ
メ
の
里
撤
去
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○�

工
事
内
容
の
一
部
で
あ
る
表
土

掘
削
及
び
運
搬
に
つ
い
て
産
業

廃
棄
物
の
撤
去
等
を
除
い
た
数

量
に
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
。

・
契
約
に
係
る
変
更
内
容

　

（
変
更
前
の
金
額
）

　
　
　
　
　
　
　

５
０
９
３
万
円

　

（
減
額
す
る
金
額
）

　
　
　

１
４
９
２
万
１
５
０
０
円

　

（
変
更
後
の
契
約
金
額
）

　
　
　

３
６
０
０
万
８
５
０
０
円

・
配
備
先

　
　

身
延
第
２
分
団
第
４
部

　
　

下
部
第
２
分
団
第
１
部

　
　

下
部
第
２
分
団
第
４
部

・
契
約
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

・
購
入
金
額　
　

２
９
２
９
万
円

・
購
入
先

　
　
　
　

有
限
会
社
下
部
自
動
車

●
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
５
台

○�
身
延
町
消
防
団
消
防
車
両
・
可

搬
ポ
ン
プ
更
新
計
画
に
基
づ

き
、
消
防
団
に
配
備
さ
れ
た
可

搬
式
消
防
ポ
ン
プ
を
更
新
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
。

・
配
備
先

　
　

身
延
第
２
分
団
第
４
部

　
　

下
部
第
１
分
団
第
２
部

　
　

下
部
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　

同　
　
　

第
２
部

　
　
　
　

同　
　
　

第
４
部

・
契
約
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

・
購
入
金
額

　
　
　

１
０
８
６
万
２
５
０
０
円

・
購
入
先　

　
　

有
限
会
社
井
出
デ
バ
リ
商
店

●�

複
合
遊
具
１
基
、
ス
テ
ン
レ
ス

低
鉄
棒
１
基

○�

遊
具
点
検
に
よ
り
不
適
合
と

な
っ
た
身
延
小
学
校
中
庭
の
遊

●�

令
和
５
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
７
３

　

万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

　

入
歳
出
の
総
額
を
１
０
４
億
７

　

４
９
９
万
１
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金　
　

４
３
４
万
円

・
県
支
出
金　
　
　

４
２
５
万
円

・
繰
越
金　
　
　
　

１
１
４
万
円

（
歳
出
）

・
総
務
費

　

�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
事
務
費
・
事
業
費

８
５
９
万
円

・
民
生
費

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
費

１
１
４
万
円

●
普
通
消
防
積
載
車
３
台

・�

身
延
町
消
防
団
消
防
車
両
・
可

搬
ポ
ン
プ
更
新
計
画
に
基
づ

き
、
消
防
団
に
配
備
さ
れ
た
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を
更
新

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

補
正
予
算

財
産
の
取
得

変
更
契
約

身延中学校新校舎のドローン撮影（Ｒ 5. ７. ４撮影）
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山�

下
利
彦
委
員　

和
紙
の
里
の
人

件
費
の
増
額
理
由
は
。

総�

務
課　

ふ
れ
あ
い
館
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
の
建
設
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
職
員
配

置
。
和
紙
の
里
に
つ
い
て
は
、

人
事
異
動
に
よ
り
給
料
表
の
上

級
の
職
員
へ
配
置
換
え
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
増
額
で
あ
る
。

山�

下
利
彦
委
員　

職
員
数
は
他
の

自
治
体
と
比
べ
て
ど
う
か
。

総�

務
課　

面
積
的
な
事
も
あ
る

が
、
人
口
か
ら
言
え
ば
多
い
方

で
あ
る
。
支
所
や
生
涯
学
習
施

設
へ
の
配
置
に
よ
り
、
多
く

な
っ
て
い
る
。

佐�

野
昇
委
員　

短
時
間
勤
務
職
員

は
、
勤
務
時
間
が
短
時
間
で
あ

る
と
い
う
条
件
で
採
用
し
て
い

る
の
か
。

総
務
課　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

企�
画
政
策
課　

小
田
船
原
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
整
備
事

業
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
３
台
設

置
、
空
気
清
浄
機
２
台
、
照
明

器
具
８
台
他
購
入
と
、
西
嶋
地

域
活
性
化
委
員
会
に
よ
る
夏
季

開
催
西
嶋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
イ
ベ
ン
ト
使
用
備
品
整
備
事

業
と
し
て
、
西
嶋
手
漉
和
紙
灯

50
個
、
油
障
子
４
枚
、
投
光
器

７
台
他
購
入
で
あ
る
。　
　

田�

中
一
泰
委
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
補
助
金
の
財
源
は
。

企�

画
政
策
課　

一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金

で
あ
る
。

田�

中
一
泰
委
員　

助
成
事
業
の
区

等
か
ら
の
申
請
の
進
め
方
は
。

企�

画
政
策
課　

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
助
成
事
業
募
集
の

案
内
に
合
わ
せ
て
、
町
広
報
に

よ
り
広
く
周
知
す
る
。そ
の
後
、

区
や
団
体
か
ら
の
申
請
に
よ
り

応
募
を
行
な
う
。
例
年
助
成
事

業
が
あ
る
た
め
、
ご
相
談
に
よ

り
区
や
団
体
に
は
助
成
事
業
を

効
果
的
に
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
案
内
を
し
て
い
る
。

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

矢
細
工
の

耐
震
貯
水
槽
工
事
中
止
の
経
緯

と
今
後
の
見
通
し
は
。

常任委員会レポート
　委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。
常任委員会、議会運営員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されてい
る常任委員会は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。
委員会では、付託された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行います。審査
が終わると採決が行なわれ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。ここで
はその審査内容を掲載しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

望
月　

悟
良

▼
議
案
第
46
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

▼現地調査（６月７日）　ヤマメの里撤去工事現地（下部地区　栃代地内）
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援
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、

ど
う
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

子�

育
て
支
援
課　

こ
の
事
業
は
各

保
育
所
で
個
々
の
成
長
に
合
わ

せ
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
昨
年
度
行
な
っ

た
静
川
保
育
所
の
実
践
発
表
の

内
容
が
評
価
を
受
け
、
三
重
県

に
行
き
、
発
表
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

佐�

野
昇
委
員　

目
標
地
図
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

産�

業
課　

土
地
の
所
有
者
に
対
し

て
意
向
調
査
を
実
施
し
、
作
成

し
た
現
況
地
図
を
も
と
に
、
地

域
の
農
業
関
係
者
及
び
農
業
委

員
と
連
携
を
図
り
、
10
年
後
の

農
地
の
あ
る
べ
き
姿
を
地
図
上

に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
。
高
齢

化
社
会
に
伴
い
農
業
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
か
、
現
在
荒
廃

地
と
な
っ
て
い
る
農
地
や
、
農

業
後
継
者
が
な
か
な
か
見
つ
か

ら
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る

な
か
、
そ
の
農
地
を
担
い
手
へ

集
積
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
、
実

践
発
表
会
に
参
加
す
る
た
め
の

旅
費
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

発
達
特
性
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き

て
、
保
育
士
が
大
変
な
思
い
を

し
て
い
る
こ
と
は
聞
い
て
い

る
。
個
別
計
画
の
内
容
は
、
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

め
て
い
く
。

渡�

辺
文
子
委
員　

母
子
衛
生
費
事

務
費
の
旅
費
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

子�

育
て
支
援
課　

令
和
２
年
度
か

ら
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
と
い
う
発
達
の
特

性
の
あ
る
園
児
を
見
つ
け
る
、

育
て
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て

い
る
。
発
祥
の
地
で
あ
る
三
重

者
は
、
現
在
約
４
０
０
人
で
あ

る
。
そ
の
１
割
の
40
人
分
を
計

上
し
た
。

伊�

藤
達
美
委
員　

商
品
券
配
布
事

業
に
つ
い
て
過
去
に
も
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
事
業
検
証
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

観�

光
課　

事
業
者
に
対
し
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
、
商
品
券

使
用
状
況
（
換
金
率
）
な
ど
で

検
証
を
行
な
っ
て
い
る
。

深�

山
光
信
委
員　

峡
南
地
域
観
光

振
興
会
議
推
進
事
業
及
び
ア
ニ

メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
負
担

金
の
内
容
は
。

観�

光
課　

峡
南
ネ
ク
ス
ト
共
創
会

議
で
取
り
組
む
事
業
に
な
る
。

峡
南
地
域
観
光
振
興
会
議
推
進

事
業
で
は
、
年
６
回
程
度
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
峡

南
地
域
の
観
光
市
場
分
析
調

査
、
参
加
者
の
研
修
会
を
予
定

し
て
い
る
。
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
事
業
で
は
、
峡
南
地
域

の
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ニ
メ
を
活

用
し
な
が
ら
峡
南
地
域
を
周
遊

す
る
よ
う
な
事
業
を
想
定
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
山
梨
県
、
峡

南
５
町
の
関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
内
容
を
精
査
し
事
業
を
進

交�
通
防
災
課　

国
の
補
助
金
の
採

択
が
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
事

業
見
送
り
。
現
地
に
は
小
さ
い

な
が
ら
も
貯
水
槽
が
在
る
の

で
、
来
年
度
、
再
度
補
助
申
請

し
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。

山�

下
利
彦
委
員　

コ
ロ
ナ
交
付
金

総
額
と
今
後
の
交
付
見
込
み

は
。

財�

政
課　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
と
し
て
、
２
通
り

の
交
付
金
を
計
上
し
た
。
推

奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
分
と
し
て

５
９
４
０
万
８
０
０
０
円
、
低

所
得
世
帯
支
援
枠
分
と
し
て

４
０
９
２
万
７
０
０
０
円
。
そ

の
う
ち
低
所
得
世
帯
支
援
分
は

対
象
世
帯
の
７
割
分
が
今
回
交

付
さ
れ
、
不
足
分
は
12
月
に
調

査
の
う
え
追
加
交
付
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

渡�

辺
文
子
委
員　

障
害
福
祉
事
業

費
使
用
料
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増

進
施
設
無
料
回
数
券
は
、
何
人

分
を
計
上
し
た
の
か
。

福�

祉
保
健
課　

交
付
対
象
の
３
級

以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

峡南ネクスト共創会議シェアサイクル事業
電動自転車（しもべの湯）
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４
月

　

３
日　

身
延
町
辞
令
交
付
式

　

21
日　

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
意

　
　
　
　

見
交
換
会

　

25
日　

身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康

　
　
　
　

増
進
施
設
竣
工
式

　

29
日　

み
す
き
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　

企
画
展　

　
　
　
　
「
岩
本
好　

絵
画
展
」

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

５
月

　

12
日　

第
１
回
県
町
村
議
会

　
　
　
　

議
長
会
議

　

17
日　

青
少
年
身
延
町
民
会
議

　
　
　
　

定
期
総
会

　

18
日　

新
々
富
士
川
橋
建
設
促

　
　
　
　

進
期
成
同
盟
会
総
会

　

23
日　

全
国
正
副
議
長
研
修
会

　
　
　
　
（
１
日
目
・
東
京
都
）

　

24
日　

全
国
正
副
議
長
研
修
会

　
　
　
　
（
２
日
目
・
東
京
都
）

　

25
日　

身
延
山
開
創
７
５
０
年

　
　
　
　

慶
讃

　
　
　
　

御
入
山
行
列
打
合
会
議

　
　
　
　

商
工
会
第
19
回
総
代
会

　

　

30
日　

全
国
議
長
会
会
長
会

　
　
　
　
（
１
日
目
・
東
京
都
）

　

31
日　

全
国
議
長
会
会
長
会

　
　
　
　
（
２
日
目
・
東
京
都
）

６
月

　

２
日　

第
38
回
県
監
査
委
員
協

　
　
　
　

議
会
定
期
総
会

　

８
日　

身
延
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

13
日　

第
13
回
和
紙
ま
つ
り

　

16
日　

湯
之
奥
金
山
博
物
館

　
　
　
　

運
営
委
員
会

　

17
日　

身
延
山
伝
承
法
要

　

18
日　

身
延
山
御
入
山
行
列

　
　
　
　

身
延
山
御
草
庵
法
要

　

22
日　

富
士
山
世
界
文
化
遺
産

　
　
　
　

登
録
10
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　

関
東
議
長
会
会
長
会
議

　
　
　
　
（
１
日
目
・
山
梨
県
）

　

23
日　

関
東
議
長
会
会
長
会
議

　
　
　
　
（
２
日
目
・
山
梨
県
）

　

27
日　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
見
学

　
　
　
　

身
延
清
稜
小
学
校

※
定
例
会
、
臨
時
会
、
各
委
員
会

　

等
は
除
く

遠�

藤
公
久
副
委
員
長　

町
道
本
町

富
山
橋
線
舗
装
工
事
は
、
町
道

本
町
富
山
橋
線
道
路
改
良
工
事

と
は
別
の
も
の
か
。

施�

設
整
備
課　

議
案
第
51
号
の
町

道
本
町
富
山
橋
線
道
路
改
良
工

事
に
伴
う
舗
装
工
事
で
あ
る
。

当
初
予
算
で
は
舗
装
工
事
ま
で

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
労
務
費

及
び
資
材
費
の
高
騰
に
よ
り
、

舗
装
工
事
分
が
不
足
と
な
っ
た

た
め
今
回
、予
算
を
計
上
し
た
。

渡�

辺
文
子
委
員　

介
護
給
付
費
負

担
金
の
還
付
金
が
高
額
に
な
っ

て
い
る
の
は
何
故
か
。

福�
祉
保
健
課　

国
庫
負
担
基
本
額

の
国
の
算
定
方
法
は
、
前
々
年

度
の
実
績
額
に
過
去
３
年
間
の

伸
び
率
の
最
大
値
を
乗
じ
て
算

出
さ
れ
る
。
基
本
的
に
交
付
申

請
は
１
回
限
り
で
、
交
付
決
定

後
の
事
情
の
変
更
等
に
よ
り
所

要
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
実
績
報
告
に
お
い

て
返
還
ま
た
は
精
算
交
付
と
な

る
の
で
、
実
績
額
を
算
出
し
た

結
果
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
距
離
が
あ
る
学

校
も
あ
る
こ
と
か
ら
蓄
冷
の
対

応
で
き
る
食
缶
で
運
搬
し
た
方

が
よ
り
適
切
な
状
態
で
の
給
食

の
提
供
に
繋
が
る
と
の
考
え
の

た
め
。

渡�
辺
文
子
委
員　

食
缶
等
追
加
購

入
の
理
由
は
。

学�

校
教
育
課　

当
初
、
デ
ザ
ー
ト

は
既
存
の
入
れ
物
を
活
用
し
て

運
搬
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
あ

ら
た
め
て
精
査
し
、
調
理
業
務

委
託
業
者
の
意
見
の
中
で
、
新

▼
議
案
第
48
号

令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国道 52号から新中学校への取りつけ道路改良工事（町道本町富山橋線）

◎
主
な
議
会
の
動
き
【
令
和
５
年
４
〜
６
月
】
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議案に対する賛否議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

上
田　

孝
二

伊
藤　

達
美

渡
辺　

文
子

野
島　

俊
博

広
島　

法
明

田
中　

一
泰

望
月　

悟
良

伊
藤　

雄
波

佐
野　

知
世

山
下　

利
彦

佐
野　
　

昇

深
山　

光
信

遠
藤　

公
久

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

●報告
報告第５号
報告第６号
報告第７号
●条例の一部改正
議案第44号
議案第45号
●補正予算
議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号
●契約
議案第51号
●人事案件
同意第９号
同意第10号
同意第11号
同意第12号
同意第13号
同意第14号
同意第15号
同意第16号
同意第17号
同意第18号
同意第19号
同意第20号
同意第21号
同意第22号
同意第23号
同意第24号
●報告

報告第１号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

●補正予算
議案第39号
●財産の取得
議案第40号
議案第41号
議案第42号
●契約の一部変更
議案第43号

令和4年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算書について
令和4年度身延町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について
令和4年度身延町一般会計継続費繰越明許費繰越計算書について

身延町町営バス設置条例の一部を改正する条例について
身延町学校給食センター条例の一部改正をする条例について

令和5年度身延町一般会計補正予算（第３号）
令和5年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
令和5年度身延町介護保険特別会計補正予算（第1号）
令和5年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
令和5年度身延町下水道事業等特別会計補正予算（第1号）

町道本町富山橋線道路改良工事請負契約について

身延町仙王外五山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について
身延町下山地区財産区管理会委員の選任について
身延町農業委員会委員の選任について（久保田茂和）
身延町農業委員会委員の選任について（望月信善）
身延町農業委員会委員の選任について（笠井雄一）
身延町農業委員会委員の選任について（二宮喜昭）
身延町農業委員会委員の選任について（渡邉龍巳）
身延町農業委員会委員の選任について（上田　博）
身延町農業委員会委員の選任について（山下　貴）
身延町農業委員会委員の選任について（遠藤克也）
身延町農業委員会委員の選任について（赤池良久）
身延町農業委員会委員の選任について（河西美惠子）
身延町農業委員会委員の選任について（笠井哲也）
身延町農業委員会委員の選任について（瀧川澄夫）
身延町農業委員会委員の選任について（伊藤文雄）
身延町農業委員会委員の選任について（土橋一彦）

専決処分の承認を求めることについて
（身延町税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（身延町国民健康保険税条例及び介護保険条例の一部
を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（令和5年度身延町一般会計補正予算（第1号））

令和5年度身延町一般会計補正予算（第2号）

財産の取得について（普通消防積載車3台）
財産の取得について（可搬式消防ポンプ5台）
財産の取得について（複合遊具1基ステンレス低鉄棒1基）

ヤマメの里撤去工事請負契約の一部変更について

●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
（
６
月
５
日
〜
９
日
）

第
２
回
臨
時
会
（
５
月
22
日
）

報告のみ

内容については、P5～P7の「第2回定例会及び第2回臨時会の主な議案and決まったこと」をご覧ください。
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一　般　質　問一　般　質　問
一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、市の行財政全般
（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密
接している事項など多岐にわたっています。

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、町の行財政全般
（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密
接している事項など多岐にわたっています。

町政のあり方について質疑　6月6日町政のあり方について質疑　6月6日

8人の議員が登壇8人の議員が登壇
１　遠藤公久　議員………………13ページ
①　身延中学校新校舎移転に伴う準備について
②　私立保育園支援など子育て環境の整備について
③　行政サービスや学校教育のデジタル化について
④　看護師不足の峡南地域の現状について

２　伊藤達美　議員………………14ページ
①　人口減少の抑止策について
②　これからの森林環境譲与税の予算化について
③　空き家対策について
④　女性管理職の登用について

３　山下利彦　議員………………15ページ
①　こども家庭庁の少子化対策への対応について
②　中部横断自動車道の「道の駅」とＩＣについて
③　若者定住促進政策の変更について
④　観光立町身延町の観光推進体制について
⑤　身延町地域公共交通活性化協議会について
⑥　身延町公共施設等総合管理計画について
⑦　「稼げる地域づくり」について

4　渡辺文子　議員………………16ページ
①　補聴器購入費用の助成制度について
② 　ヘルシースパサンロードしもべの湯の料金について
③ 　門野の湯とヘルシースパサンロードしもべの湯の
　　温泉施設への交通手段について

５　佐野知世　議員………………17ページ
① 　環境負荷低減事業活動の促進に関する基本的な計
　　画について
②　鳥獣被害防止計画について
③ 　下部温泉街の空家旅館、商店についての見解につ
　　いて

６　佐野　昇　議員………………18ページ
①　身延町の人口減少対策について
②　第２期身延町教育振興プランについて
③ 　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
　　営に関する基準を定める条例等の実施状況について
④ 　峡南シェアサイクル事業の電動アシスト付自転車
　　の利用状況について
⑤　各地区で行われていた区長会の開催について

７　伊藤雄波　議員………………19ページ
①　身延スポーツ健康増進施設について
②　しだれ桜の里づくり事業について

８　深山光信　議員………………20ページ
①　飯富病院の現状について
②　あけぼの大豆について
③　あけぼの大豆の鳥獣被害防止について
④　国道 52号の雨量規制について

〇一般質問傍聴人数
10人の皆様が熱心に傍聴されました。
ありがとうございました。

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※掲載の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。掲載されていない質問項目もありますので、
　ご覧になりたい方は議会事務局にお問い合わせもしくは各議員の一般質問にあるＱＲコードからアクセスして下さい。
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問�　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
、
移
転
後
の
路
線
数
、
新
た

な
対
象
予
定
者
数
の
想
定
は
。

学�

校
教
育
課
長　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

便
７
路
線
、
タ
ク
シ
ー
便
１
路

線
を
想
定
、
生
徒
数
１
６
０
人

中
、
１
４
８
人
の
利
用
の
見
込

み
。

問�　

保
護
者
説
明
会
の
実
施
方
法
、

意
見
集
約
の
時
期
は
。

学�

校
教
育
課
長　

説
明
会
は
、
夏

頃
実
施
。
詳
細
は
協
議
中
。
秋

頃
ま
で
に
、
意
見
集
約
を
完
了

し
、
ル
ー
ト
を
最
終
決
定
。
運

行
前
に
試
験
運
行
等
を
実
施
す

る
予
定
。

問�　

災
害
等
、
想
定
し
う
る
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
対
し
て
、
入
校
予

定
の
教
職
員
間
で
情
報
共
有
は
。

ま
た
、
入
校
前
の
避
難
経
路
な

ど
の
確
認
や
避
難
誘
導
訓
練
の

計
画
は
。

学�

校
教
育
課
長　

入
校
予
定
の
教

職
員
が
確
定
す
る
の
は
、
令
和

５
年
度
末
人
事
異
動
の
辞
令
交

付
後
。
初
顔
合
わ
せ
は
令
和
６

年
４
月
１
日
。
初
日
の
職
員
会

議
で
、
校
務
分
掌
が
確
定
し
、

災
害
等
の
際
に
対
応
の
基
本
と

な
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

役
割
分
担
も
決
定
。
情
報
共
有

は
こ
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
も
と
に
職
員
会
議
の
中
で
行

な
う
。
入
校
前
の
４
月
１
日
か

ら
３
日
間
を
、
教
職
員
研
修
と

位
置
づ
け
避
難
経
路
等
を
確
認
。

入
学
式
後
全
校
生
徒
が
そ
ろ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
教
職
員
に
よ
る

避
難
誘
導
訓
練
と
同
時
に
避
難

訓
練
を
行
な
う
計
画
。

問�　

私
立
保
育
園
２
園
に
お
け
る

光
熱
費
・
燃
料
費
等
物
価
高
騰

に
対
す
る
具
体
的
支
援
は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

医
療
機
関
・

社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
重

点
支
援
金
給
付
事
業
と
し
て
、

民
間
保
育
施
設
２
園
も
給
付
の

対
象
と
し
、
今
議
会
に
議
案
を

上
程
。

問�　

連
携
強
化
の
為
の
定
期
的
な

訪
問
に
よ
る
調
査
や
聞
き
取
り

な
ど
、
具
体
的
な
今
後
の
対
応

は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

定
期
的
な
巡

回
を
実
施
し
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
適
切
で
あ
る
か
把
握
に
努

め
る
。
ま
た
、
従
前
の
会
議
等

に
引
き
続
き
ご
参
加
い
た
だ
き
、

町
の
支
援
や
実
施
事
業
も
ご
理

解
い
た
だ
き
つ
つ
、
よ
り
連
携

が
図
れ
る
よ
う
対
応
す
る
。

再�

質
問　

定
期
的
な
巡
回
の
実
施

と
は
、
具
体
的
な
頻
度
は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

３
カ
月
に
一

度
の
巡
回
を
想
定
し
て
い
る
。

問�　

本
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

企�

画
政
策
課
長　

利
便
性
向
上
の

手
続
き
と
し
て
、
子
育
て
関
係

15
手
続
き
と
介
護
関
係
11
手
続

き
、
被
災
者
支
援
関
係
１
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
を
開
始
。

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
も
実
施
。

令
和
５
年
２
月
か
ら
は
転
入
先

市
町
村
で
手
続
き
を
完
了
す
る

転
入
・
転
出
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
を
開
始
。
今
後
、
情
報

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
各
担
当

課
と
連
携
し
な
が
ら
、
身
延
町

独
自
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

デ
ジ
タ
ル
化
も
含
め
て
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問�　

小
中
学
校
安
心
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
導
入
は
。

学�

校
教
育
課
長　

教
育
現
場
で
の

業
務
負
担
軽
減
や
保
護
者
の
利

便
性
向
上
な
ど
に
資
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問�　

学
校
の
教
育
現
場
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
想
定
し
学
習
機
能

を
追
加
し
た
ブ
ラ
ウ
ザ
版
「
桃

太
郎
電
鉄
・
教
育
版
」の
導
入
は
。

学�

校
教
育
課
長　

有
効
な
サ
ー
ビ

ス
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
学
校
へ
情
報
提
供
を
す

る
。

問�　

峡
南
地
域
、
中
で
も
身
延
町
、

早
川
町
、
南
部
町
と
で
地
域
の

医
療
が
抱
え
る
問
題
解
決
に
向

け
た
地
域
協
議
会
の
設
置
や
地

域
医
療
機
関
と
の
今
後
の
連
携

は
。

福�

祉
保
健
課
長　

５
月
22
日
に
３

町
、
２
病
院
、
公
益
財
団
法
人

そ
の
他
の
関
係
者
を
構
成
員
と

し
た
、
峡
南
南
部
地
域
医
療
連

携
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

今
後
、
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
、

峡
南
南
部
地
域
に
お
け
る
病
院

間
の
医
療
連
携
等
を
推
進
し
、

今
後
の
適
正
な
当
該
地
域
の
医

療
提
供
体
制
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

答

問 看護師不足に起因する病床不足の現状分析は

飯富病院は、48 床を休床中。身延山病院は、19 床を休
床中。２病院とも看護師が確保でき体制が整えば、再開
する方針である（福祉保健課長）

　看護師不足の峡南地域の現状について

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

身
延
中
学
校
新
校
舎
移
転
に

伴
う
準
備
に
つ
い
て

私
立
保
育
園
支
援
な
ど

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
学
校
教
育

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

看
護
師
不
足
の
峡
南
地
域
の

現
状
に
つ
い
て

建設が進む中学校新校舎
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問�　

本
町
に
お
い
て
は
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

人
口
減
少
抑
止
の
た
め
に
は
新

た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
し

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

�　

新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

た
め
に
は
社
会
基
盤
の
整
備
が

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な

施
策
は
道
路
網
の
整
備
で
あ
る
。

　

�　

本
町
に
お
け
る
国
道
、
県
道
、

町
道
に
関
す
る
幹
線
道
路
網
の

整
備
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推

進
さ
れ
る
の
か
。

建�

設
課
長　

本
町
は
、
中
部
横
断

自
動
車
道
、
国
道
52
号
、
国
道

３
０
０
号
、
主
要
地
方
道
市
川

三
郷
身
延
線
及
び
富
士
川
身
延

線
が
骨
格
と
な
る
主
要
幹
線
道

路
を
形
成
し
て
い
る
。 

　

�　

国
道
52
号
は
、
そ
の
安
全
性

と
利
便
性
の
向
上
や
交
通
混
雑

解
消
等
に
向
け
、
バ
イ
パ
ス
建

設
等
の
整
備
促
進
や
、
降
雨
に

よ
る
通
行
規
制
の
解
消
に
向
け

た
防
災
工
事
の
実
施
を
要
請
す

る
。 

　

�　

国
道
３
０
０
号
は
、
令
和
４

年
12
月
に
中
之
倉
バ
イ
パ
ス
が

完
成
し
、
２
期
及
び
３
期
の
道

路
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
富
士
山
火
山
広
域
避
難

計
画
を
考
慮
し
た
、
道
路
整
備

を
強
く
要
請
し
て
い
く
。 

　

�　

県
道
に
お
い
て
は
、
主
要
地

方
道
市
川
三
郷
身
延
線
の
バ
イ

パ
ス
や
、
中
部
横
断
自
動
車
道

中
富
Ｉ
Ｃ
と
国
道
３
０
０
号
を

結
ぶ
道
路
の
建
設
、
老
朽
化
し

た
県
道
橋
の
耐
震
化
や
架
け
替

え
、
未
改
良
区
間
や
危
険
個
所

等
の
早
期
整
備
を
要
請
し
て
い

く
。

　

�　

町
道
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
道
路

整
備
や
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
く
橋
梁
修
繕
に
努

め
る
。

問�　

道
路
整
備
と
並
行
し
て
、
企

業
立
地
の
た
め
の
事
業
用
地
を

造
成
し
、
山
梨
県
と
連
携
す
る

中
で
、
新
産
業
や
先
端
技
術
産

業
の
企
業
誘
致
を
進
め
る
べ
き

だ
が
。

企�

画
政
策
課
長　

企
業
誘
致
は
雇

用
の
確
保
や
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
人
口
減
少
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
重
要
で
あ
る
。 

　

�　

企
業
立
地
を
図
る
用
地
の
造

成
は
、
企
業
誘
致
に
適
し
た
平

坦
地
が
少
な
い
た
め
、
先
行
し

た
用
地
造
成
は
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
雇

用
創
出
の
た
め
に
は
、
企
業
誘

致
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
継

続
し
て
助
成
制
度
の
Ｐ
Ｒ
や
用

地
に
関
す
る
資
料
等
の
提
供
を

行
な
っ
て
い
く
。 

　

�　

ま
た
、
山
梨
県
は
社
会
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る

「TR
Y! YA

M
A
N
A
SH
I ! 

実

証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行

な
っ
て
い
る
。
本
町
内
で
は
３

事
業
者
が
実
証
実
験
を
行
な
っ

た
。
本
町
へ
の
企
業
誘
致
に
繋

が
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の

協
力
を
推
進
し
て
行
く
。

　

�　

情
報
通
信
技
術
の
進
展
な
ど

か
ら
地
方
へ
の
設
置
が
増
加
し

た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘

致
に
つ
い
て
も
、
推
進
し
て
い

く
。

問�　

女
性
活
躍
推
進
法
な
ど
の
施

行
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
女

性
管
理
職
は
徐
々
に
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
そ
の
比
率
は
い
ま

だ
低
い
。
女
性
が
管
理
職
に
就

く
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
多

い
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て

も
女
性
管
理
職
の
登
用
を
増
や

す
べ
き
で
あ
る
。

　

�　

本
町
に
お
け
る
女
性
管
理
職

の
登
用
に
関
す
る
考
え
方
及
び

こ
れ
か
ら
の
登
用
計
画
は
。

総�

務
課
長　

女
性
管
理
職
の
登
用

は
、
職
場
の
多
様
性
と
い
う
面

か
ら
重
要
で
あ
る
。
男
性
と
は

違
っ
た
ア
イ
デ
ア
や
考
え
方
、

仕
事
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
が

広
が
る
。

　

�　

ま
た
、
女
性
管
理
職
が
増
え

る
こ
と
で
、
後
に
続
く
若
い
女

性
職
員
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な

が
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
理
職

へ
の
女
性
の
登
用
は
出
来
る
だ

け
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
。

な
お
、
令
和
２
年
度
策
定
の
身

延
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
、

管
理
職
の
女
性
職
員
の
割
合 

20
％
（
４
人
）
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

答

問 本町における女性管理職の登用に関する考え方及びこれからの
登用計画は

令和７年度までに、管理職の女性職員の割合 20％
（４人）を目指すこととしている（総務課長）

　女性管理職の登用について

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

人
口
減
少
の
抑
止
策
に
つ
い
て

女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
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問�　

国
は
高
速
道
路
の
道
の
駅
を

２
０
２
５
年
ま
で
に
新
た
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
、

各
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
、

更
に
近
県
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
地
と
し
て
道
の
駅
を
重
要
な

施
設
と
位
置
付
け
て
い
る
。
高

速
道
路
社
会
に
お
い
て
多
方
面

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
高

速
道
路
に
直
結
す
る
道
の
駅
の

建
設
は
重
要
で
あ
り
、
時
代
の

流
れ
か
ら
必
然
と
考
え
る
。
前

回
の
一
般
質
問
に
対
し
て
建
設

し
な
い
と
の
答
弁
だ
が
再
度
、

道
の
駅
の
建
設
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
伺
う
。

町�

長　

町
内
の
至
る
所
に
様
々
な

観
光
施
設
が
あ
る
。
観
光
客
が

通
過
や
一
極
集
中
す
る
こ
と
な

く
町
を
周
遊
す
る
よ
う
な
「
道

の
駅
」
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

る
国
交
省
の
考
え
だ
が
、
本
町

が
進
め
る
道
の
駅
の
方
針
と
ず

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

問�　

三
町
が
合
併
し
て
か
ら
約
20

年
。
合
併
に
起
因
す
る
機
能
重

複
施
設
な
ど
、
公
共
施
設
総
量

の
適
正
化
処
理
は
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
対
象
施
設

の
年
間
維
持
費
と
、
２
７
４
ヶ

所
の
管
理
施
設
の
財
政
負
担
軽

減
の
今
後
の
削
減
計
画
は
。

財�

政
課
長　

年
間
維
持
費
は

４
億
３
４
７
５
万
８
０
０
０
円
。

削
減
計
画
は
個
別
施
設
計
画
に

よ
り
、
利
用
者
や
対
象
地
区
と

の
議
論
を
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

問�　

町
営
住
宅
の
15
団
地
の
う
ち
、

４
割
の
６
団
地
で
老
朽
化
に
よ

る
募
集
制
限
が
続
い
て
い
る
。

移
住
、
定
住
の
受
け
皿
と
し
て
、

ま
た
住
民
の
安
全
で
良
好
な
住

宅
環
境
の
確
保
や
、
住
民
の
要

望
に
十
分
応
え
る
た
め
の
長
寿

命
化
対
策
な
ど
町
営
住
宅
の
総

合
的
活
用
方
針
に
対
す
る
考
え

は
。

建�
設
課
長　

町
営
８
団
地
、
町
有

１
団
地
に
お
い
て
長
寿
命
対
策

に
よ
る
入
居
者
の
安
全
で
良
好

な
住
宅
環
境
を
図
る
た
め
修
繕

等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
適

切
な
更
新
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て
い

く
。

問�　

人
口
減
少
に
よ
る
地
方
税
減

少
傾
向
の
中
、
今
ま
で
の
地
方

交
付
税
な
ど
外
か
ら
の
財
源
を

配
分
す
る
手
法
で
の
事
業
展
開

は
限
界
に
来
て
い
る
。
自
立
し

た
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
へ

の
転
換
は
、
地
方
資
源
を
生
か

し
、
足
元
か
ら
産
業
と
雇
用
を

つ
く
り
出
し
、
地
域
振
興
を
図

る
「
稼
ぐ
自
治
体
」
を
作
っ
て

い
け
る
か
ど
う
か
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
形
態
の
一
つ
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
す
な
わ
ち

町
長
自
ら
が
町
の
特
産
物
を
企

業
と
の
全
量
買
い
取
り
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
に
よ
る
「
契
約

栽
培
」
と
い
う
販
路
拡
大
体
制

が
あ
る
。

　

�　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
地
理
的
表

示
（
GI
）
認
定
は
企
業
が
求
め

る
品
質
の
保
証
で
あ
り
、
交
渉

の
好
条
件
と
考
え
る
。
ま
た
契

約
栽
培
は
確
実
に
現
金
化
さ
れ

る
安
定
収
入
の
販
路
で
あ
る
た

め
、
若
者
の
就
農
が
促
進
さ
れ
、

生
産
者
の
高
齢
化
問
題
の
解
消

や
、
ま
た
生
産
量
の
安
定
調
達

実
現
に
関
し
て
耕
作
地
の
拡
大

や
機
械
化
の
推
進
を
促
し
、
耕

作
放
棄
地
の
減
少
と
人
手
不
足

が
解
消
さ
れ
る
。
持
続
可
能
な

農
業
を
支
え
る
観
点
か
ら
も
現

在
の
販
路
に
加
え
、
企
業
と
全

量
買
い
取
り
契
約
に
よ
る
契
約

栽
培
の
販
路
拡
大
を
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
実
現
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
う
。

産�

業
課
長　

地
理
的
表
示
保
護
制

度
へ
の
登
録
時
に
規
定
し
た
事

項
を
遵
守
し
、
生
産
管
理
の
徹

底
を
心
掛
け
、
生
産
量
、
販
路

拡
大
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
現
状
で
は
「
契

約
栽
培
」
を
進
め
る
予
定
は
な

い
。

問�　

市
町
村
内
総
生
産
額
と
い
う

デ
ー
タ
ー
が
あ
る
。
２
０
１
９

年
時
点
で
の
数
値
に
よ
る
と
身

延
町
は
27
市
町
村
の
う
ち
24
位

で
あ
る
。
今
後
、
自
治
体
は
稼

げ
る
地
域
を
作
る
と
と
も
に
、

自
治
体
自
ら
が
稼
ぐ
と
い
う
考

え
で
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
町
内
の
総
生
産
額
を

上
げ
る
に
は
販
路
拡
大
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
町
長
の
企
画
力
・
突
破
力
で

契
約
栽
培
の
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、
独
自
の
自
立
し

た
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
の

実
現
は
ど
う
か
。

町�

長　

現
在
、
町
内
で
種
子
の
確

保
や
栽
培
が
軌
道
に
乗
り
余
裕

が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
企
業

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

答

問 地域活性化は地域力を高めること。あけぼの大豆の　「契約栽培」
という販路拡大への考えは

栽培が軌道に乗り余裕が出てきた場合には、企業との
タイアップも必要と考える　（町長）

　稼ぐ自治体・稼げる地域づくりについて

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

中
部
横
断
自
動
車
道
の

「
道
の
駅
」

身
延
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画

稼
げ
る
地
域
づ
く
り
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問�　

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
々

か
ら
、
色
々
な
施
設
で
障
が
い

者
は
無
料
や
割
引
が
あ
る
が
、

し
も
べ
の
湯
は
な
い
の
で
利
用

が
難
し
い
と
聞
い
た
が
、
町
と

し
て
ど
う
考
え
る
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

町
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
無
料
回
数
券
の
交
付

を
障
が
い
者
に
も
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
か
ら
３
級
の
町
民
の
方

に
し
も
べ
の
湯
の
無
料
回
数
券

５
枚
交
付
の
関
係
予
算
を
今
定

例
会
に
計
上
し
た
。

問�　

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
後
期
高
齢

者
へ
の
温
泉
の
無
料
券
は
ど
う

な
る
の
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

令
和
４
年
度
ま

で
は
、
門
野
の
湯
と
温
泉
会
館

の
共
通
の
無
料
回
数
券
10
枚
を

配
布
し
て
き
た
。
今
年
度
は
し

も
べ
の
湯
と
門
野
の
湯
の
共
通

の
無
料
回
数
券
５
枚
を
配
布
す

る
。

問�　

門
野
の
湯
で
は
今
ま
で
ど
お

り
障
が
い
者
は
無
料
な
の
で
し

も
べ
の
湯
で
も
割
引
な
ど
が
あ

る
と
い
い
が
。

町�

長　

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
な

の
で
、
ま
ず
ス
タ
ー
ト
し
、
ど

こ
ま
で
の
支
援
が
可
能
な
の
か

お
互
い
に
歩
み
寄
り
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

問�　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
に

中
止
さ
れ
て
い
た
門
野
の
湯
へ

の
送
迎
バ
ス
の
今
後
の
方
針
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

送
迎
バ
ス
の
運

転
手
の
確
保
を
含
め
、
利
用
者

の
状
況
や
費
用
な
ど
を
勘
案
し
、

町
民
の
方
々
か
ら
の
要
望
も
聞

き
な
が
ら
委
託
先
や
関
係
機
関

と
検
討
し
た
い
。

問�　

ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド

し
も
べ
の
湯
を
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
送

迎
バ
ス
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
主
幹

　

�　

送
迎
バ
ス
は
事
業
者
が
集
客

対
策
の
手
段
と
し
て
、
運
行
す

る
も
の
。
大
勢
の
町
民
の
方
が

既
存
の
公
共
交
通
を
利
用
し
て
、

来
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
今
ま
で
下
部
温
泉
駅

に
乗
り
入
れ
な
か
っ
た
既
存
の

公
共
交
通
路
線
も
乗
り
入
れ
が

で
き
る
よ
う
、
利
便
性
を
高
め

る
検
討
を
す
る
。

問�　

地
域
的
に
も
駅
ま
で
が
遠
く

て
大
変
と
い
う
人
も
多
い
の
で

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
。
い
つ
で
も
元
気
で
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
し
て
造
っ
た
施
設
で

年
間
２
０
０
０
万
円
の
税
金
を

出
す
の
で
多
く
の
町
民
の
方
が

利
用
し
や
す
く
す
る
必
要
が
あ

る
。

教�

育
長　

税
金
を
使
う
こ
と
も
あ

り
、
実
態
を
把
握
す
る
中
で
何

が
い
い
の
か
責
任
を
持
ち
検
討

し
た
い
。

問�　

65
歳
以
上
で
６
割
近
い
高
齢

者
が
加
齢
性
難
聴
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
認
知
症
予
防
や

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に
も

難
聴
者
に
対
し
て
、
補
聴
器
購

入
費
用
の
一
部
の
助
成
制
度
の

実
施
が
望
ま
れ
る
。
県
内
で
初

め
て
今
年
度
か
ら
山
梨
市
で

実
施
す
る
が
、
全
国
的
に
は

１
４
３
自
治
体
で
実
施
し
て
い

る
。
町
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

令
和
５
年
度
か

ら
県
内
で
初
め
て
実
施
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
の
は
承
知
し

て
い
る
。
近
隣
自
治
体
の
動
向

に
も
注
視
し
、
町
民
の
方
々
か

ら
の
要
望
も
聞
き
、
財
政
的
に

も
助
成
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど

も
含
め
、
研
究
・
検
討
し
た
い
。

答

問 障がい者にも無料回数券を

今定例会に予算計上した（福祉保健課長）

　町民誰もが利用しやすい温泉施設に

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

温
泉
施
設
の
無
料
回
数
券
は

補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成

制
度
を

温
泉
施
設
へ
の
交
通
手
段
は

武田信玄公かくし湯の里　ヘルシースパサンロード　しもべの湯
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問�　

山
梨
県
と
す
べ
て
の
市
町
村

で
新
た
に
策
定
さ
れ
た
環
境
負

荷
低
減
事
業
計
画
の
概
要
を
説

明
願
う
。

産�

業
課
長　

こ
の
計
画
は
令
和
４

年
５
月
公
布
、
同
年
７
月
に
施

行
さ
れ
た
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た

も
の
で
、
本
県
に
お
け
る
環
境

と
調
和
し
た
農
林
水
産
業
の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
、「
化
学

肥
料
由
来
の
窒
素
使
用
量
、
化

学
合
成
肥
料
の
使
用
成
分
や
回

数
」「
有
機
農
業
取
組
面
積
」「
環

境
に
配
慮
し
た
農
産
物
作
付
の

取
組
面
積
」
な
ど
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
を
目
標
年
度
と
し
て

農
業
者
が
取
り
組
む
計
画
。
主

な
活
動
内
容
と
し
て
は
有
機
資

材
使
用
に
よ
る
土
づ
く
り
、
４

パ
ー
ミ
ル
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

取
り
組
み
」
と
い
っ
た
項
目
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

問�　

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
バ

イ
オ
炭
に
つ
い
て
だ
が
、
圃
場

で
剪
定
枝
や
刈
草
を
燃
や
し
て

バ
イ
オ
炭
を
作
造
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
消
防
法
の
規
制
内
の

範
囲
は
ど
の
位
か
。

産�

業
課
長　

農
地
で
剪
定
し
た
枝

や
刈
草
の
み
を
自
ら
の
管
理
す

る
土
地
で
燃
焼
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
特
に
届
け
出
の
必
要

は
な
い
が
、
多
量
に
な
る
場
合

は
事
前
に
消
防
署
に
相
談
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
煙
等
に

つ
い
て
も
交
通
の
妨
げ
や
近
隣

へ
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。

問�　

下
部
温
泉
に
は
現
在
、
全
く

無
人
の
空
家
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

５
軒
、
商
店
が
２
軒
、
住
ん
で

は
い
る
が
廃
業
又
は
休
業
し
た

店
舗
が
何
軒
も
あ
る
。　
　
　

全
盛
期
に
は
35
軒
あ
っ
た
旅
館

ホ
テ
ル
も
今
は
３
分
の
１
に

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
区
や
観
光

協
会
で
何
度
か
議
題
に
上
が
り
、

防
犯
、
防
災
、
活
性
化
の
面
で

話
し
合
い
が
も
た
れ
た
が
、
打

開
策
が
出
て
こ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
債
権
者
も
ほ
っ
た
ら

か
し
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
町

の
見
解
を
伺
う
。

観�

光
課
長　

下
部
温
泉
の
現
状
に

つ
い
て
、
個
人
ま
た
は
債
権
者

が
権
利
を
有
す
る
物
件
に
つ
い

て
町
が
干
渉
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
個
人
の
責
任
に
お
い

て
処
理
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な

る
。
下
部
温
泉
の
観
光
地
と
し

て
の
再
生
、
景
観
づ
く
り
に
取

り
組
む
場
合
は
、
区
、
観
光
協

会
、
事
業
者
等
が
同
一
の
方
向

性
を
持
っ
た
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
地
域
一
体
と
な
り
主

体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
地
域
に
お
い
て
ご
検
討

頂
き
た
い
と
思
う
。

答

問 この町の農業従事者への周知の方法等は

この計画についてはホームページに掲載し、全町民に
周知をしている。今後の状況により必要あれば周知の
方法を検討していく（産業課長）

　環境負荷低減事業に関する基本的な計画について

佐
さ の

野　知
ち せ い

世 議員

環
境
負
荷
低
減
事
業
に
つ
い
て

【４パーミルイニシアティブとは？】
土壌中に含まれる炭素を増やすため
の取り組み、「全世界の土壌に含まれ
る炭素量を、毎年４/1000 ずつ増やし
ていければ、大気中の CO2を相殺す
ることになり、結果的に CO2増加量
をゼロに抑えられる」という考えに
もとづいている。

下
部
温
泉
街
の
空
家
旅
館
対
策

商品への表示

ロゴマーク
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問�　

人
口
減
少
は
恐
ろ
し
い
勢
い

で
加
速
し
て
い
る
、
町
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
う
導

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

企�

画
政
策
課
長　

人
口
減
少
は
、

全
国
的
な
規
模
で
進
行
し
、
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
続
け
ば
将
来
的
に
は
、

経
済
規
模
の
縮
小
や
生
活
水
準

の
低
下
に
繋
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策

と
目
標
を
定
め
、
総
合
戦
略
を

策
定
し
取
り
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、
特
に
若
者
の
定
着
定
住

を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
日

本
一
の
子
育
て
支
援
策
を
展
開
。

今
後
も
総
合
戦
略
推
進
委
員
会

を
柱
に
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。
今
年
度
は
、
国
の
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
の
策
定
を
受
け
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
を
追
加
す
る
改

訂
を
行
い
、
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問�　

第
１
回
定
例
会
で
町
長
の
施

政
方
針
で
は
、
総
合
戦
略
に
掲

げ
る
目
標
を
着
実
に
達
成
で
き

る
よ
う
、
遂
行
可
能
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
計
画
し
た
予

算
編
成
を
行
な
っ
た
と
話
し
て

い
る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
主
要
施
策
と
し
て
、
企

業
誘
致
や
子
育
て
世
代
の
住

宅
建
設
な
ど
が
今
必
要
で
あ
る
。

リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
内
容
の
決
断
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
進
め
る
べ

き
と
判
断
す
る
が
。

企�

画
政
策
課
長　

県
と
連
携
し
た

助
成
制
度
や
用
地
に
関
す
る
資

料
等
の
提
供
に
よ
り
誘
致
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特

に
推
進
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、

情
報
発
信
し
て
お
り
ま
た
未
利

用
の
町
有
地
に
つ
い
て
も
民
間

の
有
効
利
用
に
向
け
情
報
提
供

し
て
い
る
。
子
育
て
世
代
の
住

宅
建
設
に
つ
い
て
は
、
候
補
地

の
選
定
・
区
画
案
の
作
成
等
、

建
設
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い

く
。
質
問
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
は
、
施
策
毎
に
進
捗
状
況
に

は
幅
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要

な
施
策
と
し
て
一
体
的
に
進
め

て
い
る
の
で
、
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問�　

第
１
回
定
例
会
で
教
育
長
の

教
育
方
針
で
は
、
第
二
期
教
育

振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
明
日

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す

る
た
め
、
新
し
い
時
代
に
求
め

ら
れ
る
課
題
に
対
応
し
な
が
ら

教
育
行
政
の
運
営
に
努
め
て
い

く
と
話
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
の

計
画
期
間
は
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
５
年
間
で
残
り
わ
ず
か
な

期
間
で
あ
る
。
４
年
経
過
し
て

い
る
が
、
計
画
進
捗
管
理
の
進

め
方
及
び
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

教�

育
長　

教
育
方
針
に
掲
げ
る
各

項
目
に
つ
い
て
は
、「
教
育
委

員
会
の
事
務
の
管
理
及
び
執
行

の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
関

す
る
報
告
書
」
の
中
で
実
施
状

況
を
振
り
返
り
、
成
果
と
課

題
を
整
理
し
、
結
果
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お

り
、
報
告
書
を
通
じ
て
翌
年
度

以
降
の
取
り
組
み
に
反
映
、
実

効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。
４
年
間
の
取

り
組
み
成
果
例
と
し
て
、
教
育

環
境
の
整
備
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報

通
信
技
術)

を
使
っ
た
教
育
の

充
実
・
中
学
生
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
東
京
で
実
施

し
、
外
国
語
教
育
の
最
先
端
事

業
を
展
開
等
。
保
護
者
負
担
の

軽
減
策
で
は
、
入
学
支
度
金
の

増
額
・
修
学
旅
行
費
の
全
額
補

助
・
英
検
等
の
検
定
料
の
全
額

補
助
な
ど
徹
底
し
た
軽
減
策
が

図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
一
役
を

担
う
べ
く
、
身
延
町
ス
ポ
ー
ツ

健
康
増
進
施
設
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

問�　

教
育
方
針
に
安
全
・
安
心
な

学
校
づ
く
り
の
推
進
が
あ
る
。

学
校
へ
の
防
犯
対
策
に
対
す
る

指
導
・
指
示
に
つ
い
て
伺
う
。

教�

育
長　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
複
数

設
置
し
て
あ
り
、
常
時
死
角
の

な
い
配
置
に
よ
っ
て
職
員
室
か

ら
も
モ
ニ
タ
ー
で
き
、
不
審
者

に
は
充
分
に
注
意
を
払
え
る
状

況
で
す
。
ま
た
学
校
で
は
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

不
審
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
整

備
し
て
い
る
。

問�　

安
全
計
画
の
提
出
状
況
と
そ

の
問
題
点
の
有
無
は
。

子�

育
て
支
援
課
長　

厚
労
省
子
ど

も
家
庭
局
保
育
課
発
出
の
事
務

連
絡
に
示
さ
れ
た
計
画
例
に
基

づ
い
た
策
定
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
指
導
監
査
で
監
査
対
象
資

料
と
さ
れ
、
評
価
を
受
け
て
お

り
計
画
に
つ
い
て
は
問
題
が
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

・�

安
全
計
画
の
内
容
と
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
い
て

・�

峡
南
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
に

つ
い
て

・
区
長
会
の
開
催
に
つ
い
て

答

問 この町の現状をどのように捉えているのか
また、町をどう導こうとしているのか

人口減少がこのまま続けば将来的には、経済規模の
縮小や生活水準の低下に繋がることが懸念される
（企画政策課長）

　人口減少について

佐
さ の

野　　昇
のぼる

 議員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

町
教
育
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
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問�　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
こ
れ
ま
で
の
期

間
で
利
用
者
数
、
ま
た
サ
ン

ロ
ー
ド
側
か
ら
の
手
応
え
等
は
。

生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
主
幹

　

�　

オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
末
ま
で

の
集
計
で
、
入
館
者
総
数
は
延

べ
９
９
２
４
人
、
入
浴
の
み
の

利
用
者
９
１
６
７
人
、
ジ
ム
利

用
者
５
７
９
人
、レ
ス
ト
ラ
ン
・

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
み
利
用

者
１
７
８
人
、
入
浴
の
み
の

場
合
、
町
内
利
用
者
が
約
20
％
、

ジ
ム
利
用
者
が
約
70
％
と
な
っ

て
い
る
。
連
休
後
も
考
え
て
い

た
以
上
の
入
館
者
が
あ
り
、
入

館
者
数
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。

問�　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布
等

は
行
な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

改
善
点
や
修
正
点
な
ど
、
何
か

報
告
で
き
れ
ば
伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
主
幹

　

�　

運
営
維
持
管
理
会
議
を
毎
月

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

５
月
22
日
に
第
１
回
目
の
会
議

を
開
催
し
た
。
来
館
者
に
頂
い

た
ご
意
見
を
事
業
者
と
町
で
共

有
し
、
今
後
の
運
営
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

問�　

来
館
者
に
い
た
だ
い
た
ご
意

見
と
は
。

生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
主
幹

　

�　

一
部
携
帯
電
話
会
社
の
電
波

が
受
信
で
き
な
い
。
サ
ウ
ナ
の

温
度
が
高
い
た
め
に
湿
度
が
な

い
。利
用
料
金
が
高
い
。ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
を
見
学
し
て
か
ら
利
用

を
決
め
た
い
が
、
施
設
を
利
用

し
な
い
と
見
学
で
き
な
い
、
等

が
あ
る
。
施
設
利
用
者
が
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
来
館
者

か
ら
の
意
見
に
迅
速
に
対
応
し

て
い
く
。

問�　

Ｊ
Ｒ
の
踏
切
だ
が
、
健
康
増

進
施
設
が
で
き
た
こ
と
で
状
況

が
一
変
し
た
。
事
故
が
起
こ
っ

て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
そ
の
前

に
手
を
打
ち
た
い
が
い
か
が
。

建�
設
課
長　

健
康
増
進
施
設
建
設

時
の
令
和
２
年
１
月
に
Ｊ
Ｒ
東

海
と
協
議
を
し
た
が
、
駅
の
物

理
的
要
因
か
ら
困
難
と
の
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
人
の
流

れ
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

踏
切
の
拡
幅
に
つ
い
て
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
山
梨
県
に
Ｊ
Ｒ

側
と
も
協
議
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
要
望
を
し
て
い
る
。

問�　

集
客
に
向
け
て
、
い
つ
ご
ろ

大
々
的
な
お
披
露
目
を
予
定
し

て
い
る
か
。
す
で
に
集
客
で
き

る
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
が
、

花
を
見
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は

な
く
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
店
、

売
店
の
設
置
な
ど
、
現
状
で
き

得
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
ろ
う
か
と

考
え
る
が
。

観�

光
課
長　

木
々
の
成
長
に
伴
い

開
花
時
期
に
は
見
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
し
だ
れ
桜
の
鑑
賞

目
的
に
来
訪
さ
れ
る
方
も
増
え

て
き
た
。
将
来
的
に
は
集
客
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
を
検
討
す
る
が
、

当
面
は
観
桜
期
の
集
客
に
向
け

た
対
応
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
と
連

携
し
て
検
討
す
る
。

問�　

臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
を

予
定
し
て
い
る
、
早
川
沿
い
の

中
部
横
断
自
動
車
道
の
残
土
処

理
場
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

と
の
交
渉
や
工
事
の
進
捗
状
況

は
。

建�

設
課
長　

中
部
横
断
自
動
車
道

粟
倉
建
設
発
生
土
搬
入
場
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
早
川
護
岸
の

約
９
割
、
排
水
路
整
備
の
約
６

割
と
、
盛
り
土
搬
入
の
約
５
割

が
終
了
し
て
い
る
。
富
士
川
ク

ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
混
雑
時
の
臨

時
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
国
や
県
に
要
望
を
し
て

い
る
。

問�　

木
々
の
成
長
に
伴
い
、
将
来

的
に
桜
が
混
み
合
い
干
渉
す
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る

が
、
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
の

町
の
見
解
は
。

観�

光
課
長　

10
年
単
位
の
長
期
ス

パ
ン
に
お
い
て
は
、
管
理
方
法

の
見
直
し
を
検
討
す
る
時
期
が

あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
時
点
で
の
最
良
の
対
応
を

取
る
必
要
が
あ
る
。
10
年
間
の

補
償
期
間
が
経
過
し
た
の
ち
に

あ
っ
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
ご
協
賛
い
た

だ
い
た
方
々
が
、
し
だ
れ
桜
の

里
づ
く
り
の
協
力
者
と
し
て
名

を
残
せ
る
よ
う
な
配
慮
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

答

問 入湯税特別徴収義務者における町民入湯税無料化できないか

入湯税は原則目的税であり、重要な財源の為、現時点
での新たな減免の適用は考えていない（税務課長）

　スポーツ健康増進施設について

伊
い と う

藤　雄
お な み

波 議員

ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設

オ
ー
プ
ン
後
の
状
況

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て

富士川クラフトパークのしだれ桜
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問�　

10
年
前
に
は
病
床
率
も

１
０
０
％
近
く
利
用
が
あ
り
、

経
営
も
よ
か
っ
た
。
10
年
前
か

ら
医
療
従
事
者
の
方
は
、
経
営

が
難
し
い
と
い
う
話
を
し
て
い

た
と
い
う
が
、
現
在
の
病
院
の

経
営
状
態
は
、
10
年
前
に
比
べ

る
と
ど
う
か
。

福�
祉
保
健
課
長　

飯
富
病
院
事
業

会
計
の
損
益
計
算
書
に
よ
る
と
、

平
成
24
年
度
の
当
年
度
純
利
益

は
４
２
８
９
万
５
５
７
円
の
黒

字
決
算
だ
が
、
令
和
４
年
度
の

当
年
度
純
利
益
の
見
込
み
は

４
９
７
４
万
９
０
３
８
円
の
赤

字
決
算
と
な
る
。
10
年
前
と
比

較
す
る
と
経
営
は
悪
化
し
て
い

る
。

問�　

令
和
２
年
度
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
の
補
助
金
が
入
っ
て
い

る
。
令
和
４
年
度
に
限
っ
て

は
２
億
２
０
０
０
万
円
の
補

助
金
が
入
っ
て
い
る
中
で
、

５
０
０
０
万
円
弱
の
赤
字
で
あ

る
。
単
純
計
算
で
、
コ
ロ
ナ
関

連
の
補
助
金
が
な
け
れ
ば
、
実

質
２
億
７
０
０
０
万
円
の
赤
字

で
あ
る
。
病
院
の
本
業
で
あ
る

「
医
業
費
用
」
は
「
医
療
収
益
」

で
ま
か
な
え
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

飯
富
病
院
事

業
会
計
の
令
和
４
年
度
損
益
計

算
書
の
見
込
み
で
す
が
、
医
業

費
用
12
億
４
９
１
７
万
２
９
６
９

円
に
対
し
て
、
医
業
収
益
が

９
億
７
２
８
８
万
６
７
８
７
円
で

あ
る
の
で
、
医
業
費
用
を
医
業
収

益
で
ま
か
な
え
て
い
な
い
。

問�　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
に

お
い
て
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
地

理
的
表
示
（
GI
）
保
護
制
度
取

得
後
の
本
町
の
今
後
の
取
り
組

み
や
計
画
等
は
あ
る
か
質
問
を

し
た
。
そ
の
際
、
生
産
者
に
対

し
て
の
現
地
調
査
の
実
施
、
生

産
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
そ
の

上
で
生
産
量
の
拡
大
と
と
も
に

販
売
拡
大
を
進
め
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
評
価

は
。

産�

業
課
長　
「
生
産
者
に
対
し
て

の
現
地
調
査
の
実
施
、
生
産
管

理
の
徹
底
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議
会
が
、

販
売
目
的
で
作
付
け
し
た
圃
場

を
中
心
に
現
地
調
査
を
実
施
し
、

生
育
状
況
・
病
害
虫
の
有
無
・

異
品
種
混
同
の
有
無
な
ど
を
確

認
し
、
デ
ー
タ
収
集
と
同
時
に

指
導
も
実
施
し
た
。
適
切
な
栽

培
は
品
質
の
保
持
と
生
産
量
の

拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。

　

�　

出
荷
量
は
、
令
和
３
年
度

と
令
和
４
年
度
を
比
較
す
る

と
、
大
豆
は
収
穫
期
の
関
係
で

現
在
取
り
ま
と
め
段
階
で
す
の

で
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
枝
豆
は
、
令
和
３
年
度

が
２
万
６
７
３
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

令
和
４
年
度
が
２
万
７
６
２
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
１
０
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
近
い
増
と
な
っ
た
。

　

�　
「
販
路
拡
大
」
は
、
令
和
４

年
度
は
Ｊ
Ｒ
の
イ
ベ
ン
ト
「
は

こ
ビ
ュ
ン
」
へ
の
参
加
・
町
村

会
か
ら
の
依
頼
で
「
全
国
連
携

展
示
」
参
加
・
日
本
全
国
ふ
る

さ
と
マ
ル
シ
ェ
・
ふ
じ
の
く
に

山
梨
物
産
市
in
静
岡
・
県
民
の

日
に
参
加
す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
な
っ
た
。

問�　

あ
け
ぼ
の
大
豆
に
と
っ
て
は

種
子
が
一
番
大
切
か
と
思
う
が
、

そ
の
種
子
に
つ
い
て
安
定
し
た

生
産
が
で
き
て
い
る
か
。

産�

業
課
長　

現
状
、
必
要
な
種
子

確
保
は
で
き
て
い
る
。
安
定
生

産
は
で
き
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

　

�
国
道
52
号
の
雨
量
規
制
に
つ
い

て

問�　

令
和
５
年
度
身
延
町
鳥
獣
害

防
止
計
画
が
策
定
さ
れ
、
令
和

３
年
度
の
被
害
状
況
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
被
害
の
約
３
分
の

１
以
上
が
豆
類
に
な
っ
て
い
る
。

特
産
品
で
あ
る
あ
け
ぼ
の
大
豆

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鳥
獣
害
の
駆
除
で
、
猟
友
会
に

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
。

産�

業
課
長　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生

産
者
に
特
化
し
て
の
対
応
体
制

は
な
い
。
有
害
鳥
獣
に
関
す
る

相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
猟
友
会

と
連
携
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
。

答

問 飯富病院の経営状況は 10 年前に比べるとどうか

10 年前と比較すると、経営は悪化している
（福祉保健課長）

　飯富病院の現状について

深
ふかやま

山　光
こうしん

信 議員

飯
富
病
院
の
現
状
に
つ
い
て

あ
け
ぼ
の
大
豆
に
つ
い
て

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
鳥
獣
被
害

防
止
に
つ
い
て

鳥獣種類
ニ
ホ
ン
ジ
カ

ニ
ホ
ン
ザ
ル

品目
豆類
雑穀
野菜
計
豆類
果樹
野菜
麦類
水稲
計

83a
96a
75a
254a
155a
146a
100a
39a
43a
483a

577 千円
180 千円
809 千円
1566 千円
996 千円
855 千円
596 千円
2千円
73千円

2522 千円

被害面積 被害金額
令
和
３
年
度　

被
害
の
現
状
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◇
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
５
月
８
日

を
も
っ
て
、
感
染
法
上
の
位
置
づ

け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
是

非
引
き
続
き
、
感
染
防
止
対
策
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
町
に
お

い
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
や
、

経
済
対
策
の
た
め
の
給
付
金
、
商

品
券
給
付
事
業
を
行
な
っ
て
い
く
。

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

　

特
別
会
計
の
決
算
処
理

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
決
算
処
理
が
５
月
末
日

付
で
行
わ
れ
、
全
会
計
に
お
い
て

黒
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
及
び
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給

付
金
補
助
金

　

町
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
と
、

地
域
で
の
消
費
喚
起
を
促
す
た
め
、

町
民
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の

身
延
町
み
の
ワ
ン
商
品
券
給
付
事

業
を
実
施
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
物
価

高
騰
へ
の
支
援
が
主
な
目
的
。

　

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設
等

物
価
高
騰
重
点
支
援
金
支
給
事
業

と
し
て
、
医
療
機
関
、
高
齢
者
施

設
、
障
害
者
施
設
等
及
び
民
間
保

育
園
の
区
分
に
応
じ
て
支
援
金
を

支
給
す
る
。

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事
業
と
し

て
、
令
和
５
年
度
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
対
象
に
３
万
円
を
支
給

す
る
。

●
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　

特
別
給
付
金
事
業
状
況
報
告

　

令
和
５
年
５
月
末
現
在
、
32
世

帯
、
56
名
に
一
人
あ
た
り
10
万
円
、

合
計
５
６
０
万
円
を
支
給
。

●
ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド

　

し
も
べ
の
湯
来
館
者
数

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
末
ま
で
の

入
館
者
数
は
、
延
べ
９
９
２
４
人
、

こ
の
う
ち
町
内
利
用
者
の
割
合
に

つ
い
て
は
、
入
浴
の
み
が
約
20
％
、

ジ
ム
利
用
者
は
、
約
70
％
と
な
っ

て
い
る
。

利
用
者
の
声
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
わ
け
で
な
い

が
、
従
業
員
の
方
か
ら
の
聴
き
取

り
、
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
ネ
ッ
ト
へ

の
書
き
込
み
も
確
認
し
て
い
る
が
、

好
評
を
頂
い
て
い
る
。
今
後
は
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
な
が
ら
、
新

規
の
来
館
者
の
獲
得
に
向
け
、
事

業
者
と
協
力
し
て
い
く
。

●
中
学
校
新
校
舎
等
整
備
事
業

　

昨
年
９
月
１
日
に
起
工
式
を
行

な
い
、
本
格
的
な
工
事
着
手
と
な

り
、
基
礎
工
事
の
地
盤
改
良
、
躯

体
基
礎
及
び
耐
火
コ
ア
部
の
Ｒ
Ｃ

棟
築
造
が
完
了
し
て
い
る
。
４
月

21
日
に
は
正
面
玄
関
に
、
身
延
山

久
遠
寺
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
丸
太
材
の
建
て
方
を
行
な
っ
た
。

現
在
は
、
西
棟
の
２
階
及
び
屋
根

組
み
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
中
棟
の
工

事
へ
と
移
行
し
て
お
り
、 

メ
イ
ン

の
木
の
香
ホ
ー
ル
の
６
本
の
丸
太

材
の
建
て
方
も
終
わ
り
荘
厳
な
姿

を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
16
日
に
は
、
工
事

現
場
内
に
お
い
て
、
町
内
３
小
学

校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生
１
８
２

名
を
対
象
と
し
た
「
梁
材
へ
の
寄

せ
書
き
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

　

７
月
12
日
に
は
中
学
２
年
生
と

３
年
生
１
０
６
名
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
上
棟
式
（
建
前
）
を
開
催

予
定
。

　

９
月
下
旬
に
は
中
学
１
年
生
49

名
を
対
象
と
し
て
、
県
内
で
も
最

大
級
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
新
校

舎
の
現
場
見
学
を
行
な
い
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
実
施
。

　

身
延
中
学
校
新
校
舎
は
、
来
年

４
月
の
開
校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
請
負
業
者
や
関

係
機
関
と
の
調
整
を
密
に
し
、
工

期
の
遅
れ
な
ど
な
い
よ
う
工
程
管

理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
無
事

故
で
工
事
が
完
成
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
く
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

●�

身
延
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
選
任

町長行政報告
望
もちづき

月　幹
み き や

也  町長

町
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
と
地
域
で
の
消
費
喚
起
を
促
す
た
め
、

町
民
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
身
延
町
み
の
ワ
ン
商
品
券
給
付
事
業
を
実
施
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日　

時

　

令
和
５
年
５
月
26
日
（
金
）

場　

所　

　

山
梨
県
自
治
会
館

出
席
者

　

上
田　

孝
二　

議
長

　

伊
藤　

達
美　

副
議
長

　

渡
辺　

文
子　

議
員	

	

山
梨
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

議
会
議
員
10
年
以
上
の
在
職
者

　

柿
島　

良
行　

氏

講
演
内
容

　
「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
町
村
議
会

の
課
題
と
展
望　

─
議
会
の
機
能
と
政
策

形
成
能
力
向
上
に
向
け
て
─
」
に
つ
い
て

の
講
演
に
出
席
し
、
現
状
の
本
町
と
重
な

る
内
容
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

令
和
５
年
６
月
27
日
、
議
会
で
は
、
身

延
清
稜
小
学
校
の
視
察
を
行
な
っ
た
。
学

校
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）

を
積
極
的
に
活
用
し
た
教
育
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、県
教
育
委
員
会
指
定
の
「
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
事
業
」

の
推
進
指
定
校
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。

日　

時

　

令
和
５
年
４
月
22
日
（
金
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
55
分

場　

所

　

身
延
町
役
場

　

本
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室

出
席
者

　

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー　
　
　
　

５
名

　
　

市
川　

正
文　

氏

　
　

佐
野　

道
子　

氏

　
　

土
橋　

一
彦　

氏

　
　

望
月
さ
と
子　

氏

　
　

望
月　

千
春　

氏		
		



　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員　

５
名

　
　

伊
藤　

達
美　

委
員
長

　
　

深
山　

光
信　

副
委
員
長

　
　

遠
藤　

公
久　

委
員

　
　

佐
野　
　

昇　

委
員

　
　

佐
野　

知
世　

委
員

　
　

上
田　

孝
二　

議
長		


				




　

当
日
出
席
い
た
だ
い
た
議
会
広
報
モ

ニ
タ
ー
の
５
名
の
方
と
よ
り
良
い
議
会

広
報
作
成
の
た
め
、
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
広
報
の
製
作
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
ご
意
見

　

・
若
い
人
の
モ
ニ
タ
ー
参
加
を
。

　

・�

文
字
が
多
い
の
で
写
真
の
掲
載
を

多
く
し
た
方
が
良
い
。

　

・�
町
の
広
報
と
異
な
る
深
堀
し
た
記

事
の
掲
載
を
希
望
。

　
　

他
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

　
　

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰
式
・

　
　
　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

身
延
清
稜
小
学
校
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
現
地
視
察
を
実
施

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

★表紙について（P1）
・花壇のお花との写真でしたが、
もっと子供の動きや、何かして
いる様子が良いように思います。

★第1回定例会、第1回臨時会
議案説明（P2～3）

・情報量が多く、じっくり読まな
ければなかなか理解できない内
容ですが、構図的に大分読み易
くなっていると思います。
・ひとめ見て字数が多いので、内
容が固そうだなという印象を持
ってしまいました。

★新年度予算（P4～5）
・依存財源と自主財源が、３:１と
国や県から多く割り当てられて
いることが分かります。過去５
年分の比較できる表があると良
い。

・自主財源、赤字。依存財源、青
色。非常に町の課題を表現しよ
うと好感できますが、数年の傾
向を伝えて欲しい。歳出の中に
な財政運営がどの位の比率なの
か知りたいです。判るような工
夫を期待します。

★常任委員会レポート（P6～10）
・議員の皆様の活躍が感じられ、
良いレポートだと思います。委
員の皆様の質問も興味深く、読
ませていただきました。せっか
くの素晴らしいレポートですが、
委員の方の質問（黒字）と答え
（青字）が少し読みづらく思い
ます。答えの青い字を太字にす
るなどすれば読み易くなるので
はと思います。

・昨年度に比べると紙面を工夫し
ているのがわかる。タイトルを
青で囲ったり、質問者の名前を
載せたりして読みやすくなって
きたと思う。是非多くの人に読
んでもらい、町の事業内容を知
ってもらいたい。

★議案に対する賛否（P12）
・議案に対する反対意見の内容が
前頁に記されていて連動してい
て分かり易かったです。しいて
言えば前頁をめくることなく見
開き左右で見られるとより良い
と思います。

★一般質問５人（P13～18）
・登壇された議員の皆様には、日
頃の町民の為の活動に感謝いた
します。只、前回の意見におい
ても見受けられましたが、質問
をされる議員の方がいつも同じ
という印象があります。議員の
皆様が精力的に活動しているど
うか一般質問での登壇で判断し
ている町民の方も多いと思いま
す。今回登壇されなかった議員
の皆様の次回の登壇を期待しま
す。また、議員の声掛けから始
まった一般質問傍聴人数の増加
が見受けられます。一般質問の
傍聴者数をもっと大きく記載す
ることで今後の傍聴者数の増加
につながるのではないかと考え
ます。
・新校舎の移転後の身延中につい
ての質疑に現状況がよく理解で
きたが解体は残念に思う。なに
か他に利用できないものか。

★町長施政方針（P19）
・近況の報告として、とても伝わ
りやすいです。身延中新校舎完
成に伴い、町内の子供に対して
町からの手厚いサポートがある
事をより広めていただき、世帯
が増えることに期待します。
・町の歌「おかえりなさい少年た
ちよ」YouTube５万回視聴突破
について、何十回と見ましたが
ノスタルジーな雰囲気の曲と映
像がとてもマッ
チしていて、と
ても良い出来で
身延町をイメー
ジできます。

★教育長教育方針（P20）
・サンロードしもべの湯の中にあ
るスタジオが町内の子ども達に
も利用できるような教室が開か
れることを個人的には期待して
います。

★組合議会報告（P21）
・各議会の概要が分かり易くまと
めてあるので色付けして目を引
くようになっているとより良い
と思います。

★町民と議員との懇談会お知らせ（P22）
・懇談会のお知らせは目を引く構
成になっている。申し込み不要
もいいと思う。年令制限はある
のか？若い人でもいいのか？も
付け足すと一人では行けない人
も声をかけて参加しそうな気が
します。

★モニター通信（P23）
・毎回、楽しみに拝読させていた
だいております。各項目順に並
べたほうが分かりやすいと思い
ます。

★おじゃまします（P24）
・弓道部があるとは知りませんで
した。「おじゃまします」では
いろいろな団体を紹介してくれ
るので良いコーナーだと思いま
す。

★町政へのご意見・ご要望
・昨年度の70号の議会だよりと比
べると進化してきています。見
出しに色付けしたり、文字を色
で囲ったり、文字を太くしたり、
写真を明るくしたりと読みやす
くなってきていました。ぜひた
くさんの人に読んでもらいたい
と思います。機会があったら、
議会だよりをどのくらい読まれ
ているか調べてみるのも良いと
思いました。
・巣ごもり生活も少しずつ朝の光
のように終りに近づく気配が感
じとれた。4月28日から「武田
信玄公隠し湯しもべの里」もオ
ープン、前向きに地域資源を活
用し全国に“身延”を発信し、
住みやすい町、暮らしやすい町
に町長をはじめ、議員多くの皆
様よろしくお願い致します。

モニター通信
(議会だより№74の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。

！

子ども達がタブレットを使って楽しんで資料作りや問題を解く姿を視察
し、一生懸命に取り組む様子を見て、ＩＣＴ教育の重要性を再認識した。
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★表紙について（P1）
・花壇のお花との写真でしたが、
もっと子供の動きや、何かして
いる様子が良いように思います。

★第1回定例会、第1回臨時会
議案説明（P2～3）

・情報量が多く、じっくり読まな
ければなかなか理解できない内
容ですが、構図的に大分読み易
くなっていると思います。

・ひとめ見て字数が多いので、内
容が固そうだなという印象を持
ってしまいました。

★新年度予算（P4～5）
・依存財源と自主財源が、３:１と
国や県から多く割り当てられて
いることが分かります。過去５
年分の比較できる表があると良
い。
・自主財源、赤字。依存財源、青
色。非常に町の課題を表現しよ
うと好感できますが、数年の傾
向を伝えて欲しい。歳出の中に
な財政運営がどの位の比率なの
か知りたいです。判るような工
夫を期待します。

★常任委員会レポート（P6～10）
・議員の皆様の活躍が感じられ、
良いレポートだと思います。委
員の皆様の質問も興味深く、読
ませていただきました。せっか
くの素晴らしいレポートですが、
委員の方の質問（黒字）と答え
（青字）が少し読みづらく思い
ます。答えの青い字を太字にす
るなどすれば読み易くなるので
はと思います。

・昨年度に比べると紙面を工夫し
ているのがわかる。タイトルを
青で囲ったり、質問者の名前を
載せたりして読みやすくなって
きたと思う。是非多くの人に読
んでもらい、町の事業内容を知
ってもらいたい。

★議案に対する賛否（P12）
・議案に対する反対意見の内容が
前頁に記されていて連動してい
て分かり易かったです。しいて
言えば前頁をめくることなく見
開き左右で見られるとより良い
と思います。

★一般質問５人（P13～18）
・登壇された議員の皆様には、日
頃の町民の為の活動に感謝いた
します。只、前回の意見におい
ても見受けられましたが、質問
をされる議員の方がいつも同じ
という印象があります。議員の
皆様が精力的に活動しているど
うか一般質問での登壇で判断し
ている町民の方も多いと思いま
す。今回登壇されなかった議員
の皆様の次回の登壇を期待しま
す。また、議員の声掛けから始
まった一般質問傍聴人数の増加
が見受けられます。一般質問の
傍聴者数をもっと大きく記載す
ることで今後の傍聴者数の増加
につながるのではないかと考え
ます。
・新校舎の移転後の身延中につい
ての質疑に現状況がよく理解で
きたが解体は残念に思う。なに
か他に利用できないものか。

★町長施政方針（P19）
・近況の報告として、とても伝わ
りやすいです。身延中新校舎完
成に伴い、町内の子供に対して
町からの手厚いサポートがある
事をより広めていただき、世帯
が増えることに期待します。
・町の歌「おかえりなさい少年た
ちよ」YouTube５万回視聴突破
について、何十回と見ましたが
ノスタルジーな雰囲気の曲と映
像がとてもマッ
チしていて、と
ても良い出来で
身延町をイメー
ジできます。

★教育長教育方針（P20）
・サンロードしもべの湯の中にあ
るスタジオが町内の子ども達に
も利用できるような教室が開か
れることを個人的には期待して
います。

★組合議会報告（P21）
・各議会の概要が分かり易くまと
めてあるので色付けして目を引
くようになっているとより良い
と思います。

★町民と議員との懇談会お知らせ（P22）
・懇談会のお知らせは目を引く構
成になっている。申し込み不要
もいいと思う。年令制限はある
のか？若い人でもいいのか？も
付け足すと一人では行けない人
も声をかけて参加しそうな気が
します。

★モニター通信（P23）
・毎回、楽しみに拝読させていた
だいております。各項目順に並
べたほうが分かりやすいと思い
ます。

★おじゃまします（P24）
・弓道部があるとは知りませんで
した。「おじゃまします」では
いろいろな団体を紹介してくれ
るので良いコーナーだと思いま
す。

★町政へのご意見・ご要望
・昨年度の70号の議会だよりと比
べると進化してきています。見
出しに色付けしたり、文字を色
で囲ったり、文字を太くしたり、
写真を明るくしたりと読みやす
くなってきていました。ぜひた
くさんの人に読んでもらいたい
と思います。機会があったら、
議会だよりをどのくらい読まれ
ているか調べてみるのも良いと
思いました。
・巣ごもり生活も少しずつ朝の光
のように終りに近づく気配が感
じとれた。4月28日から「武田
信玄公隠し湯しもべの里」もオ
ープン、前向きに地域資源を活
用し全国に“身延”を発信し、
住みやすい町、暮らしやすい町
に町長をはじめ、議員多くの皆
様よろしくお願い致します。

モニター通信
(議会だより№74の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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　公
共
も
民
間
と
同
列
で
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
行
政

は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。
民
間
で
は

売
り
上
げ
が
激
変
し
た
ら
人
員
削
減

を
行
な
っ
た
り
、
顧
客
確
保
の
た
め

の
販
売
促
進
策
を
講
じ
る
な
ど
、
環

境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
。
理

屈
は
多
々
あ
る
が
、
公
共
で
は
そ
れ

が
な
か
な
か
実
施
で
き
な
い
と
言
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
間
に
も
、
社
会
経
済
は
確
実
に
変

化
し
て
い
く
。
旧
態
依
然
た
る
方
法

で
施
策
展
開
を
行
な
う
こ
と
は
、
機

会
の
利
益
を
逸
す
る
こ
と
に
な
り
、

住
民
の
意
思
に
反
す
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
達
美
）
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委
員
会

　
　

委
員
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　伊
藤
達
美

　
　副
委
員
長

　深
山
光
信

委

　
　員

　遠
藤
公
久

　
　
　
　
　
　
　佐
野

　昇

　
　
　
　
　
　
　山
下
利
彦

　
　
　
　
　
　
　佐
野
知
世
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飯富フラワーアレンジメント教室飯富フラワーアレンジメント教室
　フラワーアレンジメントは、給水スポンジ（オアシスやフローラルフォームと呼ばれていま
す）に花を挿していきます。花の長さの組み合わせや色合いを自由にデザインすることができ、
色々楽しむことができます。
　月に一度、小さいけれど生花のパワーを感じながら楽しんで癒されています。

☆開催場所

　飯富ふれあいセンター

☆開催日時
　第３火曜日

　午後７時 30分～

☆講　師　望月　久美子

☆連絡先　郷野　百合子

0556-42-4551

過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます

みのワン


